
 

■外国人住民向けアンケート調査 

 

１）アンケート調査 

調査対象：外国籍を有する八戸市民（人数未定） 

調査方法：Googleフォーム（Web回答） 

調査内容：八戸市に暮らす外国人住民の生活実態や困りごと、日本語教育・多言語対応・交流

の希望、市への要望 など 

 

２）設問（案） 

項目 調査内容 

Q1 出身国 

Q2 年齢 

Q3 在留資格 

Q4 居住年数（日本、八戸市） 

Q5 家族構成 

Q6 日本語能力 

Q7 困りごとのある分野（行政手続、仕事、医療、交通、学校、子育てなど） 

Q8 日本語教育のニーズ（内容、場所、頻度など） 

Q9 交流イベントのニーズ（内容、場所、頻度など） 

Q10 多言語化のニーズ（言語、多言語化する情報の種類（ごみ、防災情報など）） 

Q11 生活情報の入手手段と情報発信のニーズ（市の広報、SNS、人づてなど） 

Q12 日本人との日常的な交流の有無・頻度 

Q13 市や地域に望む支援や改善してほしいこと 

Q14 外国人の声を反映する仕組みの必要性 

Q15 八戸市で実現したいこと（家庭、仕事、趣味、自己研鑽など） 

 自由意見 
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